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研究成果の概要（和文）：摂食困難のある認知症高齢者に対する多職種連携を促進させる要因を明らかにするこ
とを目的に研究を行った。研究(1)では看護職・介護職・管理栄養士を対象とした文献レビューとインタビュー
調査から、多職種連携の促進要因として、認知症症状の特徴、多職種による情報共有の必要性及び食事摂取の改
善効果を認識していることが示唆された。研究(2)では施設職員の認識と多職種連携との関連について質問紙調
査を行い、施設職員が食事に関する情報を更新する必要性を認識することが多職種連携と関連していることが明
らかになった。

研究成果の概要（英文）：A study was conducted with the aim of clarifying the factors that promote 
multidisciplinary collaboration that supports dietary support for elderly people with dementia who 
have feeding difficulties. In the first phase study, the activity status of nurses, long-term care 
workers, and registered dietitians was examined from literature reviews and interview surveys. 
Recognizing the characteristics of dementia symptoms, the need for information sharing by multiple 
occupations, and the effect of improving dietary intake were shown as factors promoting 
multidisciplinary collaboration. In the second phase, a questionnaire survey on the relationship 
between the awareness of facility staff and multidisciplinary collaboration was conducted, and the 
recognition of the need for facility staff to update information on meals was an opportunity for 
multidisciplinary collaboration.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
摂食困難のある認知症高齢者に対する多職種連携を促進する要因は、認知症症状である認知機能レベルの変動性
について理解し、認知症高齢者の摂食能力を維持することにつながるものであった。本研究は、今後、認知症高
齢者への食支援に対する介護施設での現任教育の基礎資料、基礎教育における認知症高齢者への多職種連携の要
点を抽出したという点において意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

2015 年度介護報酬改定によって、多職種による食事の観察やカンファレンス等の取り組みの

プロセス及び口腔機能を踏まえた経口維持支援に対し加算が付くようになった。この取り組み

によって、対象者の体重増加や職員のモチベーションの向上（みずほ情報総研，2012）に繋がっ

ているが、2017 年度の経口維持加算の算定率はまだ 3 割程度である。また、認知症高齢者の食

事ケアに直接携わる介護職には多職種の協働の必要性を感じていないものもおり（笹谷，2013）、

多職種連携はうまく推進していないと考えられた。 

認知症高齢者は意思表示が困難な状況も予想され、施設職員が対象者の本意をどのように汲

み取るか、その内容によっては施設職員主体で食事終了となってしまう懸念がある。実際、施設

入所者に対する介助者側のペースによる水分の介助方法、施設職員の脱水への意識の希薄さ（梶

井，2012）という課題も散見していた。以上のことから、施設職員が認知症高齢者を多面的な視

点から理解するためにも、多職種との連携体制を促進させることは喫緊の課題であった。 

応募者らは、介護老人保健施設の入所者の食事量や心身面の変化に対する施設職員の気づき

によるケアと体重との関係を明らかにすることを課題とし、3ヶ月間追跡調査した。入所者の経

口摂取を維持するために多職種カンファレンスが有効であることはわかった。しかし、認知症高

齢者に生じた摂食困難に対応する施設職員の認識に多職種カンファレンスがどのような役割を

果たしたのは明らかでなかった。各職種の国家試験出題基準の認知症の出題項目数に大きな差

もあり、認知症の教育内容の比重は違う。多職種カンファレンスによる施設職員の認識や対応の

変化のなかに、互いの専門性を超えて連携を促進する要因を見出すことができると考えられた。 

 
２．研究の目的 

本研究では、摂食困難のある認知症高齢者に対する施設職員の認識と対応との関連を明らか

にし、認知症高齢者のケアにおける多職種連携を促進させる要因を探究することを目指し、次の

研究を行った。 

研究(1)：摂食困難のある認知症高齢者に対して多職種連携を促進させる要因の探索 

①介護職や看護師、管理栄養士の基礎教育における認知症高齢者の摂食困難を理解する視点の

違いや連携上の課題を明確にする。 

②摂食困難のある認知症高齢者に対する施設職員の認識と対応、多職種連携を通した変化につ

いて明らかにする。 

研究(2)：摂食困難のある認知症高齢者に対する施設職員の認識と多職種連携との関連の検証 

摂食困難のある認知症高齢者に対する施設職員の認識と多職種連携との関連を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

研究（1）摂食困難のある認知症高齢者に対して多職種連携を促進させる要因の探索 

①2018年9月の時点で、東北圏内にある看護師・管理栄養士・介護福祉士を養成する短大・大学

のホームページに掲載されているシラバスから、「認知症」「食事」「栄養」をキーワードとした

教育内容を含む科目のテキストの記載内容を質的に分析した。 

②東北地区にある介護老人保健施設7施設の看護職、介護職、管理栄養士を対象に、「多職種連携

を通した認知症者の摂食困難に対する認識の変化」、「多職種連携を促進するために必要な情報」

について半構造的面接調査を実施、質的に分析した。 

 



研究（2）摂食困難のある認知症高齢者に対する施設職員の認識と多職種連携との関連の検証 

研究協力の得られた東北圏内にある介護老人保健施設62施設の施設職員269名を対象に質問紙

調査を行った。調査は、基本属性（性別、年齢、職種、勤続年数、食支援に関する研修、介護

老人保健施設のタイプ、経口維持加算Ⅰ・Ⅱの算定状況）、認知症高齢者の食事摂取の課題に対

する認識、摂食困難のある認知症高齢者への対応、チームワーク尺度（三沢）の無記名自記式

質問紙調査を実施した。摂食困難のある認知症高齢者への対応を示す質問項目は、因子分析

（最尤法）により「対象理解の援助」（α＝．825）「満足感への配慮」（α＝．810）の2因子を

抽出した。認知症高齢者の食事摂取の課題に対する認識の回答選択群間の認知症高齢者への対

応の尺度得点とチームワーク尺度得点をクラスカルウォリス検定で比較した。 

 
４．研究成果 

研究（1）摂食困難のある認知症高齢者に対して多職種連携を促進させる要因の探索 

①看護師は老年看護学のテキスト 7冊、管理栄養士は病態栄養学のテキスト 5冊、介護福祉士は

認知症の理解と生活支援技術から 5冊を分析対象とした。分析結果から、「認知機能低下による

食行動への影響」「認知機能と栄養との関連」「食事の観察と評価」「残存機能の活用と促進」「栄

養状態の維持と悪化予防」「食事による心地よさの提供」「食事前の環境調整」「認知症者に接す

る態度」「食事援助における連携」の 9カテゴリが得られた。全職種ともに認知症の中核症状が

食行動へ影響するという教育内容が大半を占めていたが、認知機能レベルの変動による食事摂

取量の減少についての記載はなかった。この内容を共通理解しておくと、多職種による継続的な

観察と相談が促進されると示唆された。認知症者の食事摂取量の減少の記載は共通していたが、

栄養評価を除き、毎食後の評価はあまりなかった。食事摂取は全量摂取がベストであるという認

識から、職員が認知症者へ食事を無理強いさせると指摘されていた。介護福祉士は“食事を中断

する認知症者へ無理強いをしない”、看護師は“一定の期間内での食事等のバランスを見る”と

食後評価に対する職種間の違いが明らかになった。 

 

②介護老人保健施設 7施設の看護師 7名、介護福祉士 6名、管理栄養士 8名の計 21 名を対象と

し、多職種カンファレンスを通した摂食困難のある認知症高齢者に対する認識と対応の変化に

ついてインタビュー調査した。分析の結果、652 コード、161 サブカテゴリ、29カテゴリが抽出

された。施設職員は、認知症高齢者の【食事摂取量減少への対応の限界】や【単独職種では解決

できない課題の認識】をしていた。多職種による食事観察やカンファレンスへの参加は、【多職

種連携による摂食困難が解決することの理解】【多職種の意見による対象者やケアによる気づき】

【無理に食事を勧めることによる弊害への理解】を促していた。また、認知症ケアは【多職種の

情報による認知症者の真の姿への接近】【可能な限りの援助への挑戦】【認知症者本人の気持ちへ

の積極的な働きかけ】に変化していることがわかった。 

 

研究（2）摂食困難のある認知症高齢者に対する施設職員の認識と多職種連携との関連の検証 

 研究（1）の結果から、摂食困難のある認知症高齢者に対して多職種連携を促進する要因とし

て多職種による情報共有の必要性や食事摂取の改善効果を理解することが考えられた。そこで、

認知症高齢者の摂食困難に対する施設職員の認識と多職種連携との関連を検証した。対象数は、

研究協力の得られた東北圏内の介護老人保健施設の職員 269 名（医師 41名、看護職 56 名、介護

職 53 名、管理栄養士 59 名、理学療法士 26名、作業療法士 22名、言語聴覚士 11名）であった。

基本属性（性別、年齢、職種、勤続年数、食支援に関する研修、介護老人保健施設のタイプ、経

口維持加算Ⅰ・Ⅱの算定状況）、認知症高齢者の食事摂取の課題に対する認識、摂食困難のある



認知症高齢者への対応、チームワーク尺度（三沢）で構成した自記式質問紙調査を行った。摂食

困難のある認知症高齢者への対応を示す質問項目は、因子分析（最尤法）により「対象理解の援

助」（α＝．825）「満足感への配慮」（α＝．810）の 2 因子を抽出した。認知症高齢者の食事摂

取の課題に対する認識の回答選択群間で、認知症高齢者への対応の尺度得点、チームワーク尺度

得点を比較した（クラスカルウォリス検定）。全体の 8割近くは、認知症高齢者の食事に関する

新たな情報を毎日収集する必要性を「非常にそう思う」「ややそう思う」と回答した。また 9割

近くは、食事摂取に関する課題を多職種と共有する必要性や多職種連携により課題を改善でき

ると考えていた。「食事に関する新たな情報を毎日収集する必要がある」「食事摂取に関する課題

は他の職種と共有する必要がある」の回答選択群間の認知症高齢者の対応の尺度得点とチーム

ワークの尺度得点は有意差があり（p＜．05）、施設職員の認識は多職種連携と関連があった。本

研究では、施設職員が食事に関する情報を更新する必要性を認識することが多職種連携に繋が

っており、認知症の正しい理解の重要性が裏付けられた。この施設職員の認識は認知症高齢者の

「満足感への配慮」とも関連があり、認知症ケアの目標となる、本人の意向を確かめながら適切

な手立てを探索する連携を促進すると示唆された。 
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